
第 2章 2-17-1-8 

 

ＫＦ形、ＵＦ形、ＮＳ形、ＳⅡ形、Ｓ形、ＵＳ形、フランジ形 

 ＪＩＳ Ｇ ５５２６，５５２７で定められているその他の接合形式について、適

用呼び径、管種、特徴、設計・施工の留意点等を、以下に示す。 

 

接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

ＫＦ形 300～900 DPF 離脱防止機構を持つメ

カニカルタイプで、Ｋ形ま

たはＵ形の受口部及び挿

し口部にロックリングの

かかり合う溝を設けたも

のである。 

継手の水密機構は、Ｋ形

またはＵ形と同じである。 

・離脱防止用（曲管部、Ｔ次管部、片落管部、

伏せ越し部等） 

・アンカーブロックを省略あるいは軽減できる。 

・継手を陸継ぎし、掘削溝内に布設する方法が

とれる。 

・現地で切管した場合、挿し口溝加工が必要。 

・使用本数は、使用条件に合わせて設計される。 

 

 

 

ＵＦ形 700～2,600 DPF 

 

 

ＮＳ形 75～250 D1～D3 大きな伸縮性及び可と

う性を持つプッシュイン

イプで、最終的には受口と

挿し口がかかり合って離

脱防止の役目をする。 

継手の水密機構は、Ｔ形

と同じである。 

 

 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・ＮＳ形を現地で切管する場合は、挿し口部に

溝加工を行い、切管用挿し口リングを用いて

突部を形成する。 

・ ＮＳ形管の現地切管は、原則として行わな

い。 
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接合形式 呼び径(mm) 管種 特   徴 設計・施工の参考 

ＳⅡ形 75～450 D1～D3 大きな伸縮性及び可と

う性を持つメカニカルタ

イプで、最終的には受口と

挿し口がかかり合って離

脱防止の役目をする。 

継手の水密機構は、Ｋ形

と同じである。 

 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・許容曲げ角度を考慮すること。 

・ＳⅡ形を現地で切管する場合は、挿し口部に

溝加工を行い、切管用挿し口リングを用いて

突部を形成する。 

・Ｓ形管の現地切管は、原則として行わない。 

 

 

 

 

 

 

Ｓ形 500～2,600 D1～D3 

 

 

 

 

 

ＵＳ形 700～2,600 D1～D4 ロックリングと挿し口

突部の間に隙間があるた

め、その間で受口・挿し口

の入り込み、抜け出しが可

能である。従って屈曲も可

能である。 

ロックリングと挿し口

突部の掛け合わせにより、

受口・挿し口の離脱を防止

する。 

継手の水密機構は、Ｕ形

と同じである。 

・対地盤変動用（耐震用、軟弱地盤用等） 

・常用圧力 特に制限なし 

・継手伸縮量 直管は、管長の ±0.5% 

・抜出し力の働く箇所には適切な防護が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


